
第 2380 回（4 月 22 日）例会報告
> 点鐘
> ロータリーソング　　奉仕の理想
> ４つのテスト
> 会長報告　　三島　務　会長
> 幹事報告　　長島　豊　幹事
> 出席報告　　駒見　行彦　委員
> 　　52　　50　　22　　4　　60％ 
> ニコニコ　　小澤　謙博　委員
> 卓話
> 謝辞　　　　三島　務　会長
> 点鐘　　　　三島　務　会長

会長報告

三島　務　会長
本日は、クラブ戦略会議です。
私達ロータリアンは、世界で、地域社会で、そして、

自分自身の中で持続可能な良い変化を生むために、人々
が手を取り合って行動する世界を目指しています。

1905 年にロータリーが設立されて以来、個人的、職
業的なつながりを築き、人々のニーズに応えて奉仕する
ことがロータリーの中核となってきました。世界中のク
ラブでこのような経験ができることは、ロータリーの強
さの証であります。

ポリオ根絶を成し遂げようとしている今、ロータリー
は次なる挑戦への構えができている。より多くの人々を
結びつけ、より大きなインパクトをもたらし、世界中で

持続可能な変化を生むための新たなビジョンの実現に向
けて行動するときが来ています。

今日の世界は、ロータリーが誕生した 1905 年の世界
とは異なります。人口構成は変わり、変化の速度は増し
テクノロジーによってネットワークと奉仕のための新し
い機会が生まれています。しかし、変わらないこともあ
ります。それは、親睦、高潔性、多様性、奉仕、リー
ダーシップ、つまり、ロータリーを定義する価値観に対
するニーズであります。ロータリーの新しい計画によっ
て、私達は過去をかなえながら未来を受け入れて行くこ
とができます。

そこで、RI では 3 ヶ年にわたる戦略計画を立てること
が求められています。我がクラブは長期目標として、
「さくら」の植樹や保全活動を推進し、ものつくり大学
の学生を支援する奨学金や、ミニバスケットボール大会
の支援など、継続的な取り組みが行われてきています。

そして、2025-2026 年度は、創立 50 周年を迎えるこ
とから、3 ヶ年計画を立てると同時に、より力強く価値
の高いロータリーの未来を次世代のリーダーと後世の
人々に残すことができます。私達の価値観に根付いてお
り、ロータリアンの優れた能力と活力を生み出し、年度
から年度へとビジョンの継続性をもたらし、共通目標の
達成に向けて行動しましょう。以上、会長報告でした。

幹事報告

長島　豊　幹事



出席状況報告
　　江口　明　委員長

会員数 出席対象者 出席者 メーキャップ 出席率

５２名 50名 22名 4名 60%

ニコニコ報告
小澤　謙博　委員

三島会長　みなさんと共にクラブ戦略を考えて見ましょ
う。よろしくお願いします。
長島幹事　本日のクラブ戦略会議、実り多い会議になる
よう活発な意見を出し合いましょう。
細井パストガバナー　４月１８日旭日双光小受賞に大勢
のご参加ありがとうございました。
新井会員　クラブ戦略計画委員会の報告卓話ですね。直
前会長、会長、会長エレクト、
会長ノミニーの皆様、よろしくお願いします。
宮本会員　クラブ戦略会議で少し硬い話しになりますが
宜しくお願いします。
松田会員　本日の戦略会議勉強させて頂きます。

みなさんと共にクラブ戦略を考えて見ましょう。よろし
くお願いします。
の同分として

松本会員、矢澤会員、神田会員、田島会員、鈴木会員、
大谷会員、梁瀬会員、山際会員
飯塚会員、松岡会員、中村会員、山岸会員、小澤会員、
駒見会員、丸山会員、田中会員

本日の奉仕額は¥31,000-




